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平
成
か
ら
令
和
へ
と
元
号
が
変
わ
り
、
新
し
い
時

代
の
息
吹
が
聞
こ
え
て
く
る
毎
日
で
あ
る
が
、
神
漢

連
で
も
時
代
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
金
河
様

式
に
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

そ
の
最
た
る
出
来
事
は
、「
鑑
賞
会
Ａ
」で
玉
井
幸

久
先
生
が
六
年
間
続
い
た
講
義
を
終
え
ら
れ
、
最
終

講
義
と
感
謝
の
会
が
十
一
月
二
十
八
日（
木
）に
行

わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
何
時
ま
で
も
講
義
を
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が
出
席
者
一
同
の
偽
ら
ざ

る
気
持
で
あ
っ
た
が
、
ご
高
齢
で
あ
る
事
を
考
え
る

と
こ
れ
以
上
の
ご
無
理
は
お
願
い
で
き
な
い
と
素
直

に
長
年
に
わ
た
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
申
し
上

げ
た
。
評
判
の
良
か
っ

た
こ
の
鑑
賞
会
を
終

わ
ら
せ
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
と
後
任
を

桜
庭
慎
吾
先
生
に
お

願
い
し
て
、「
鑑
賞
会

Ａ『
宋
詩
鑑
賞
』」と
い

う
形
で
引
き
継
い
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

形
は
違
う
が
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
事
が「
鑑
賞
会

Ｃ
」で
も
起
こ
っ
て
い
る
。
前
半
の
上
平
声
の
詩
の

講
義
が
終
わ
り「
だ
れ
で
も
わ
か
る
七
言
絶
句
こ
こ

か
ら
一
歩
・
注
釈（
上
）」が
昨
年
六
月
に
無
事
発
刊

さ
れ
た
が
、
下
平
声
の
詩
の
講
義
が
あ
と
一
年
弱
で

終
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
当
初
講
師
を
お
願
い

し
た
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
方
は
こ
の
会
の
生
み
の
親
の

城
田
六
郎
先
生
を
除
い
て
全
員
が
引
退
・
交
代
さ
れ
、

代
わ
っ
て
こ
れ
ま
で
調
査
・
パ
ソ
コ
ン
入
力
等
裏
方

で
会
を
支
え
て
き
た
若
手
が
実
力
を
つ
け
、
既
に
講

師
と
し
て
表
舞
台
で
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
検
索
と
い
う
新
し
い
ツ
ー
ル
が
実
力
ア
ッ

プ
の
最
大
の
要
因
だ
と
思
う
が
、
後
継
者
が
着
実
に

育
っ
て
き
て
い
る
の
は
誠
に
喜
ば
し
い
。　

　

一
方
、「
鑑
賞
会
Ｂ
」「
霧
笛（
無
敵
）女
子
会
」の

講
師
の
住
田
笛
雄
先
生
、
古
田
光
子
先
生
と
各
サ
ー

ク
ル
の
講
師
役
は
金
星
会
の
飯
沼
一
之
先
生
を
始
め

と
し
て
引
き
続
き
竹
林
舎
の
先
生
方
に
お
願
い
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
継
の
若
手
講
師
の

育
成
が
必
要
だ
と
い
う
判
断
の
下
に
、
新
し
い
試
み

と
し
て「
中
級
者
教
育
」を
後
藤
淳
一
先
生
に
お
願

い
し
て
二
回
に
分
け
て
行
っ
た
。
講
義
を
受
け
た
皆

さ
ん
方
が
一
様
に
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
と
言
っ
て

お
ら
れ
る
の
で
、
今
後
、
そ
の
効
果
・
成
長
に
期
待

し
た
い
。
神
漢
連
活
動
の
柱
で
あ
る「
初
心
者
入
門

講
座
」は
こ
れ
か
ら
も
毎
年
実
施
し
て
い
く
の
で（
昨

年
は
十
三
期
生「
令
和
会
」が
発
足
し
た
が
）、
講
師

役
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
中
級
者
教
育

は
会
員
の
詩
力
ア
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
も
着
目
し
て
い
き
た
い
。

　

秋
の
講
演
会
で
は
横
浜
国
大
准
教
授
の
高
芝
麻
子

先
生
に
講
演
を
お
願
い
し
た
が
、
現
役
若
手
の
先
生

の
お
話
は
新
鮮
で
多
数
参
加
さ
れ
た
会
員
以
外
の
方

に
も
大
好
評
で
あ
っ
た
。
五
月
の
市
川
桃
子
先
生
の

講
演
と
併
せ
て
、
今
後
も
広
く
会
員
以
外
の
方
に
も

声
を
か
け
て
い
き
た
い
。
又
、
昨
年
の
吟
行
会
に
は

初
め
て
参
加
し
た
と
い
う
会
員
が
多
か
っ
た
が
、
石

川
先
生
に
〇
を
も
ら
っ
て
嬉
し
か
っ
た
と
感
想
を
漏

ら
さ
れ
て
い
た
方
が
い
た
よ
う
に
、
会
員
の
皆
様
方

が「
漢
詩
を
学
ぶ
、漢
詩
で
遊
ぶ
」を
実
践
し
て
い
く

場
を
提
供
し
て
い
く

こ
と
こ
そ
が
石
川
先

生
に
お
ほ
め
頂
い
た

金
河
様
式
の
継
承
と

一
層
の
強
化
に
な
る

と
信
じ
て
い
る
。　
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第
十
三
期
令
和
会
の
発
足

　

初
心
者
入
門
講
座
を
終
え
て
、
恐
れ
多
く
も
新
元

号
を
お
借
り
し
て
わ
が
会
を「
令
和
会
」と
称
し
発

足
し
ま
し
た
。
入
門
講
座
参
加
者
二
十
四
名
へ
文
書

を
送
付
、
往
復
は
が
き
で
入
会
の
意
思
確
認
。
入
会

者
は
男
性
十
一
名
・
女
性
四
名
計
十
五
名
、
う
ち
県

外
者
三
名
。
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
で
す
が
、
令
和
の

新
時
代
に
新
た
に
漢
詩
に
挑
戦
し
よ
う
と
志
を
持
っ

た
仲
間
達
で
す
。仏
教
・
詩
吟
・
書
道
・
篆
刻
・
琴
・

音
楽
・
文
学
等
の
多
趣
味
の
方
々
。

　

講
師
は
神
漢
連
副
会
長
水
城
先
生
・
監
事
松
井
先

生
の
お
二
人
に
ご
指
導
戴
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

勉
強
会
は
奇
数
月
の
第
一
火
曜
日
、
第
一
回
九
月
三

日
、
第
二
回
十
一
月
五
日
実
施
。
初
会
は
私
を
含
め

て
四
字
目
の
孤
平
等
形
式
不
備
が
多
く
ご
指
摘
を
受

け
、
二
回
目
も
ま
だ
平
仄
の
誤
り
、
詩
語
の
解
釈
相

違
、
辞
書
を
ひ
く
こ
と
、
起
承
転
結
の
構
成
等
ご
指

導
戴
き
ま
し
た
。
神
漢
連
の
モ
ッ
ト
ー
・
令
和
会
の

会
則
第
二
条
に
も
あ

る「
漢
詩
で
学
び
、
漢

詩
で
遊
ぶ
」。
ま
だ
遊

べ
る
段
階
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ス
ト
レ
ス

の
な
い
楽
し
い
会
を

目
指
し
た
い
。
諸
先
輩

の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
竹
村
文
孝
）

連
盟
の
行
事

研
修
会

－

初
心
者
も
上
級
者
も
活
発
に
討
議

－

　

第
一
回
目
は
十
月

二
十
三
日
、
第
二
回
目

は
十
一
月
七
日
に
神
奈

川
近
代
文
学
館
中
会

議
室
で
行
わ
れ
、
各
々

十
二
首
、
十
一
首
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

提
出
詩
に
は
、
起
承

転
結
に
も
問
題
な
く
優

れ
た
も
の
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
会
は
例
年
の

ご
と
く
選
句
方
式
で
行

わ
れ
順
位
付
け
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
以
下
に
、
第
一
回
と
第
二
回
の
最
高
得

点
の
方
の
詩
を
紹
介
し
ま
す
。 

（
川
上
修
己
）

　

歳
末 

干
支
会　

五
嶋
美
代
子

巷
間
車
馬
太
匆
匆　
巷こ
う
間か
ん
の
車
馬 

太
は
な
は
だ

匆そ
う

々そ
う

颯
颯
寒
風
報
歳
終　
颯さ
つ
々さ
つ
た
る
寒
風 

歳さ
い
終し
ゅ
うを
報
ず

天
正
欲
明
新
曆
啓　
天
正ま
さ
に
明
け
ん
と
欲
し
新
暦
啓ひ
ら
く
も

抱
懷
宿
望
舊
阿
蒙　
宿
し
ゅ
く
望ぼ
う
を
抱ほ
う
懐か
い
し
て
旧
き
ゅ
う
阿あ

蒙も
う

　

歳
末
。
車
の
量
が
増
え
、
運
転
は
乱
暴
に
な
る
歳

末
。
買
い
物
客
で
ご
っ
た
返
す
街
に
冷
た
い
風
が
吹

き
、
人
々
は
襟
を
た
て
て
、
舞
い
上
が
っ
た
砂
ぼ
こ

り
に
ま
ば
た
き
す
る
歳
末
。あ
あ
、今
年
も
暮
れ
る
、

新
し
い
年
が
始
ま
る
、
す
べ
て
が
新
し
く
な
る
と
い

う
時
に
ふ
と
我
が
身
を
振
り
返
る
。
す
る
と
そ
こ
に

は
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
、
親
鳥
が
卵
を
温
め
る
が
如

く
宿
望
を
抱
い
た
ま
ま
の
自
分
が
い
る
。

「
な
ん
だ
、昔
の
ま
ま
だ
。」

　

そ
ん
な
気
持
ち
を
託
し
て
こ
の
詩
を
作
り
ま
し

た
。

　

飛
蚊
症 

八
起
会　

芝　

公
男

無
聲
蚊
子
絡
吾
瞳　
無
声
の
蚊ぶ
ん
子し　

吾
が
瞳
に
絡か
ら
む

隨
向
飄
移
視
野
中　
向
く
に
随し
た
がい
視
野
の
中
を
飄
ひ
ょ
う
移い

す

以
手
頻
追
不
能
捕　
手
を
以
て
頻
り
と
追
う
も
捕と

る
能あ
た
わ
ず

醫
言
衰
相
是
非
蟲　
医く
す
し言
う　

衰
相
な
り
て
是
は
虫
に
非
ず
と

　

私
に
と
っ
て
漢
詩
は
他
に
嗜
ん
で
い
る
短
歌
や
俳

句
と
同
様
に
創
作
活
動
の
一
つ
で
、
日
常
の
事
物
や

日
々
の
感
動
を
詠
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

詩
は
井
波
律
子
の
中
国
名
詩
集
に
張
籍
の「
患
眼
」、

梅
堯
臣
の「
目
昏
」、
范
成
大
の「
耳
鳴
戯
題
」な
ど
、

身
体
を
詠
ん
だ
詩
が
あ
り
、
自
分
も
嘗
て
経
験
し
た

飛
蚊
症
を
詠
ん
で
見
よ
う
と
挑
戦
し
ま
し
た
。
結
句

は
范
成
大
の
耳
鳴
り
の
詩
よ
り「
人
言
衰
相
現
」を

か
り
、
起
句
、
承
句
は
中
国
語
の
辞
典
の
飛
蚊
症
の

項
の
説
明
を
参
考
に
し
て
作
り
ま
し
た
。

研修会での活発な討議研修会での活発な討議

令和会員と講師の方々令和会員と講師の方々
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神
漢
連　

第
十
四
回
吟
行
会　

柏
梁
体

　
　
　
　
　
　
　

◎
優
秀
賞　
　

〇
優
良
賞

（
陽
韻
）

◎
白
雲
蒼
海
木
葉
黄　
　
　
　

長
岡
巨
知

〇
磯
風
秋
深
碧
蒼
蒼　
　
　
　

鈴
木
正
敏

　

鷸
鳴
秋
杪
海
邊
荘　
　
　
　

柴
本
信
子

〇
文
豪
舊
盧
弄
秋
光　
　
　
　

高
津
有
二

　

草
堂
茅
屋
弄
晴
光　
　
　
　

住
田

軒

　

松
籟
閑
庭
陰
士
堂　
　
　
　

武
田
一
郎

〇
樹
陰
寂
寂
圓
位
堂　
　
　
　

古
田
光
子

　

秋
晴
伴
友
歩
廻
廊　
　
　
　

五
嶋
美
代
子　

　

菊
花
泉
路
晩
節
香　
　
　
　

福
田
忠
夫

〇
古
堂
不
朽
幾
星
霜　
　
　
　

高
橋
光
代

　

遥
海
磯
秋
初
吟
行　
　
　
　

下
村
佐
智
子

　

暗
渠
溪
水
出
草
堂　
　
　
　

浜
辺
又
八

　

對
西
行
像
坐
胡
牀　
　
　
　
（
無
記
名
）

　

鴫
立
江
畔
放
夕
陽　
　
　
　

中
野
三
琴

　

鴫
立
歌
碑
弄
秋
光　
　
　
　

香
取
和
之

〇
丹
柿
梢
頭
雁
數
行　
　
　
　

上
田
尤
子

　

青
鳩
続
鷸
向
西
行　
　
　
　

新
井
治
仁

　

富
嶽
俯
臨
太
平
洋　
　
　
　

中
島
龍
一

　

武
人

世
遊
無
常　
　
　
　

安
田　

茂

（
庚
韻
）

◎
詩
朋
相
会
共
吟
觥　
　
　
　

高
田
宗
治

　

名
勝
尋
歴

履
輕　
　
　
　

横
溝
喜
久
男

　

遺
跡
西
行
爽
気
生　
　
　
　

石
川
喜
三
郎

　

石
佛
五
智
草
庵
盟　
　
　
　

内
山
義
浩

　

佳
句
箱
入
墨
痕
清　
　
　
　

川
久
保
普
美
子

　

中
山
日
暮
尚
弧
征　
　
　
　

谷
川
勝
利

大
磯「
鴫
立
庵
」吟
行
会

　

－

石
川
先
生
の
講
評
に
感
激
！

－

　

快
晴
の
十
一
月
六
日
、
四
十
三
名
が
参
加
し
、
令

和
初
回（
通
算
十
四
回
）の
吟
行
会
が
大
磯
で
開
催

さ
れ
た
。
順
路
は
大
磯
駅
前
に
集
合
し
、
島
崎
藤
村

終
焉
の
邸
を
見
学
、
秋
深
ま
る
鴫
立
庵
で
西
行
法
師

ほ
か
の
史
碑
を
見
て
、

湯
川
施
設
長
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
変
化

に
富
む
園
庭
や
円
位

堂
、
虎
御
前
の
堂
な

ど
を
じ
っ
く
り
と
味

わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

後
、
大
磯
が
湘
南
発
祥

地
で
あ
る
こ
と
を
顕

彰
す
る
碑
、
新
島
襄
記

念
碑
を
経
由
し
て
会

場
の
大
内
館
へ
到
着
。

海
鮮
の
味
を
楽
し
ん

だ
の
ち
、
恒
例
の
柏
梁

体
披
露
と
な
り
、
石
川

忠
久
先
生
か
ら
全
句

へ
軽
妙
か
つ
至
言
を

コ
メ
ン
ト
い
た
だ
き
、

一
同
楽
し
く
も
、
ま

た
感
激
し
た
吟
行
と

な
っ
た
。（
新
井
治
仁
）

　

鷗
鷺
鴫
立
渚
風
清　
　
　
　
（
無
記
名
）

〇
鴫
立
溪
流
今
尚
清　
　
　
　

櫻
庭
在
州

　

京
洛
遙
遠
鴫
旅
程　
　
　
　

鈴
木
栄
次

　

庵
庭
成
吟
自
欣
聲　
　
　
　

飯
島
敏
雄

◎
忽
有
吟
行
談
笑
聲　
　
　
　

城
田
六
郎

〇
樹
陰
深
處
聴
泉
聲　
　
　
　

高
橋
純
子

　

鷸
立
葦
汀
秋
水
明　
　
　
　

水
城
ま
ゆ
み

　

相
海
任
流
白
帆
行　
　
　
　

大
石
加
代
子

〇
西
行
写
得
幽
玄
情　
　
　
　

細
江
利
昭

　

不
愛
銀
猫
憐
鷸
情　
　
　
　

瀧
川
智
志

〇
大
磯
凾
嶺
動
吟
情　
　
　
　

中
村　

泰

　

深
秋
瓊

詩
酒
盟　
　
　
　

川
上
修
己

　

鷸
去
澤
邊
寂
寥
生　
　
　
　

大
森
冽
子

（
尤
韻
）

　

祈
求
息
災
三
毬
秋　
　
　
　

田
村
左
千
子

石川先生を囲んでの記念写真石川先生を囲んでの記念写真

鴫立庵で熱心に説明を聴く鴫立庵で熱心に説明を聴く

石川先生のご講評石川先生のご講評
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台
湾
漢
詩
ツ
ア
ー

　

－

台
湾
漢
詩
愛
好
家
た
ち
と
交
流

－

　

第
二
回
の
漢
詩
ツ
ア
ー
に
妻
と
と
も
に
参
加
で
き

て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

　

漢
詩
連
盟
の
ツ
ア
ー
は
人
数
も
十
数
名
と
顔
と
名

前
の
一
致
す
る
旅
で
、
終
わ
っ
て
み
る
と
皆
さ
ん
と

親
し
く
な
る
こ
と
が
出
来
、
と
て
も
実
り
が
多
い
の

が
素
晴
ら
し
い
。

　

九
詩
期
会
主
催
の
江
南
の
旅
に
夫
婦
で
参
加
し
た

時
も
、楽
し
く
思
い
出
に
残
る
も
の
で
あ
っ
た
。

九
月
八
日（
日
）

　

昼
に
成
田
を
飛
び
立
ち
一
路
台
湾
南
部
の
高
雄
へ
。

　

台
湾
は
夜
市（
余
市
）が
有
名
だ
が
初
日
の
高
雄

の
六
合
夜
市
で
は
日
本
に
無
い
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
や

珍
し
い
果
物
等

が
並
び
、
釈
迦
頭

や
蓮
霧
な
ど
と

名
前
も
見
た
目

も
好
奇
心
を
そ

そ
ら
れ
食
べ
て

み
た
が
美
味
で

あ
っ
た
。

九
月
九
日（
月
）

　

台
南
、台
中
観
光

　

高
雄
の
シ
ン
ボ
ル
的
観
光
地
、
蓮
池
潭
地
区
の
龍

虎
塔
で
は
、
龍
の
口
か
ら
入
り
虎
の
口
か
ら
出
る
と

悪
行
が
帳
消
し
に

な
る
と
い
う
い
わ

れ
が
あ
り
楽
し
く

潜
り
抜
け
た
。

　

台
南
で
は
王
育

徳
記
念
館
も
訪
ね

た
。
王
育
徳
氏
は

全
日
本
漢
詩
連
盟

の
石
川
忠
久
会
長

と
同
じ
大
学
で
教

を
と
ら

れ
、
日
台
文
化
交
流
に
尽
力

さ
れ
た
方
で
あ
る
。
生
憎
と

月
曜
日
が
休
館
日
で
中
に
入

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

　
一
路
新
幹
線
に
て
台
北
へ
。

九
月
十
日（
火
）

　

十
份
で
の
ラ
ン
タ
ン
上
げ
は
面
白
い
ハ
プ
ニ
ン
グ

が
待
っ
て
い
た
。「
早
く
ど
い
て
！
列
車
来
る
！
早

く
早
く
！
」慌
て
て
線
路
か
ら
飛
び
の
く
と
直
ぐ
に

列
車
が
近
づ
い
て
来
た
。
妻
の
書
い
た「
息
子
た
ち

に
良
縁
を
」の
願
い
を
込
め
た
ラ
ン
タ
ン
が
く
っ
き

り
と
晴
れ
た
青
空
高
く
昇
っ
て
い
く
。

　

九
份
で
は
郷
土
料
理
を
味
わ
っ
た
。
斜
面
に
石
段

や
石
畳
、
古
い
街
並
み
で
海
を
臨
み
情
緒
豊
か
な
風

景
が
広
が
る
。

　

夜
に
は
今
回
の
ツ

ア
ー
の
メ
イ
ン
で
あ

る
日
本
と
台
湾
の
漢

詩
人
交
流
会
が
開
催

さ
れ
た
。
席
上
揮
毫
に

吟
の
交
歓
と
盛
り
沢

山
で
、
名
通
訳
も
あ
り

思
い
出
深
い
も
の
と

な
っ
た
。

　

中
で
も
住
田
先
生

の
自
詠
自
書
自
吟
は

我
々
漢
詩
愛
好
者
、
書

や
吟
を
愛
好
す
る
者

に
と
っ
て
の
理
想
だ
。

　

交
流
会
後
の
晩
餐

会
で
は
料
理
の
美
味

高雄夜市フル－ツ珍品高雄夜市フル－ツ珍品

蓮池潭龍虎塔に全員集合蓮池潭龍虎塔に全員集合

王育徳記念館前王育徳記念館前十份のランタン上げ十份のランタン上げ

盛り上がった日台漢詩人交流会盛り上がった日台漢詩人交流会 九份の街並みと郷土料理九份の街並みと郷土料理
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し
さ
も
さ
る
こ

と
な
が
ら「
か
ん

ぺ
い
、
か
ん
ぺ

い
」の
や
り
取
り

に
笑
顔
の
花
が

咲
い
た
。
言
葉
の

壁
は
あ
れ
ど
趣

味
を
同
じ
く
す

る
者
同
士
、
打
ち

解
け
あ
い
楽
し

い
ひ
と
と
き
で

あ
っ
た
。

　

賀
日
臺
交
流 
住
田
笛
雄

萬
里
飛
来
喜
彩
霞　
　
万
里　

飛
来　

彩
霞
を
喜
び

水
明
山
紫
似
吾
家　
　
水
明　

山
紫　

吾
家
に
似
た
り

詩
朋
結
侶
會
臺
北　
　
詩
朋　

侶
を
結
び
台
北
に
会
す

同
字
文
華
興
不
涯　
　
同
字
の
文
華　

興　

涯
て
ず

九
月
十
一
日（
水
）

　

故
宮
博
物
院

に
は
以
前
か
ら

興
味
が
あ
り
、
一

度
は
行
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て

い
た
所
だ
。
素
晴

ら
し
い
名
品
揃

い
で
、
玉
の
白
菜

や
象
牙
の
彫
刻

の
前
で
は
皆
、
感

嘆
し
き
り
で
あ
っ
た
。
所
蔵
品
の
数
が
多
く
と
て
も

一
回
で
は
見
き
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
ま
た
機
会

が
あ
れ
ば
訪
れ
て
ゆ
っ
く
り
見
て
回
り
た
い
も
の

だ
。
工
芸
品
ば
か
り
で
な
く
、
青
銅
器
、
陶
磁
器
な

ど
中
国
六
千
年
の

精
華
が
集
め
ら
れ

て
い
る
の
だ
か
ら
。

　

忠
烈
祠
の
儀
兵

交
代
式
も
、
そ
の

キ
ビ
キ
ビ
し
た
動

き
を
興
味
深
く
見

学
し
た
。

　

昼
食
は
有
名
な

鼎
泰
豊
で
の
小
籠

包
を
。
予
約
し
て

あ
っ
て
も
三
十
分
は
待
つ
と
い
う

人
気
店
で
、
十
数
種
類
の
小
籠
包

を
美
味
し
く
味
わ
う
こ
と
が
出
来

満
足
し
た
。

　

台
湾
料
理
は
い
ず
れ
も
日
本
人

の
舌
に
合
っ
た
も
の
ば
か
り
で
妻

に
食
べ
過
ぎ
を
注
意
さ
れ
る
ほ

ど
。
次
々
と
運
ば
れ
る
料
理
の
皿

に
箸
が
伸
び
る
の
を
止
め
る
事
が

出
来
な
か
っ
た
。

　

重
慶
南
路
で
は
ガ
イ
ド
の
陳
さ

ん
の
計
ら
い
で
書
店
組
と
書
道
具

店
組
に
分
か
れ
て
其
々
買
い
物
を

楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
。陳
さ
ん
は

書
道
の
教
師
で
顔
が
利
く
と
の
こ

と
で
割
引
の
恩
恵
に
預
か
っ
た
人
も
い
た
よ
う
だ
。

　

ま
だ
ま
だ
旅
の
思
い
出
を
挙
げ
れ
ば
キ
リ
が
な
い

が
、
台
湾
の
魅
力
を
垣
間
見
る
事
が
で
き
た
楽
し
い

旅
と
な
っ
た
。 

（
長
岡
巨
知
）

住田さんの自詠自書自吟住田さんの自詠自書自吟故宮博物院前に勢ぞろい故宮博物院前に勢ぞろい

忠烈祠儀兵交代式忠烈祠儀兵交代式

台湾料理に毎食舌つづみ台湾料理に毎食舌つづみ

故宮博物院の名品に感嘆しきり故宮博物院の名品に感嘆しきり
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「
漢
詩
の
四
季
、日
本
の
四
季
」

ホ
ト
ト
ギ
ス
は
春
の
終
り
を
告
げ
、

蟬
は
哀
し
く
秋
に
鳴
く

―
高
芝
麻
子
先
生
講
演
会
―

　

令
和
元
年
十
一
月
十
三
日（
水
）神
奈
川
近
代
文

学
館
に
於
い
て
、
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
准
教
授

の
高
芝
麻
子
先
生
に
よ
る
表
題
の
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、　

百
三
十
名
を
越
す
来
場
者
で
盛
会
で
あ
っ
た
。

　

巧
み
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
操
作
と
説
得
力
の
あ
る

解
説
は
、
日
本
の
季
節
感
と
漢
詩
の
季
節
感
の
違
い

に
つ
い
て
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
や
蝉
な
ど
を
例
に
し
て
日

本
の
和
歌
や
中
国
の
古
典
を
引
用
し
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
有
意
義
で
楽
し
い
二
時
間
で
あ
っ
た
。
以
下
先

生
の
講
義
の
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

一
、四
季
の
分
類
の
意
識

　

日
本
で
は「
古
今
和
歌
集
」や「
新
古
今
和
歌
集
」

な
ど
、
四
季
で
分
類
さ
れ
る
が
、
中
国
で
は「
文
選
」

や「
唐
詩
選
」な
ど
で
は
四
季
に
よ
る
分
類
は
無
い
。

二
、四
季
の
特
徴

　

中
国
で
は
春
秋
は
変
化
の
季
節
と
捉
え
ら
れ
、
変

化
に
触
発
さ
れ
て
感
情
が
動
き
悲
し
み
を
発
見
し
て

詩
が
生
ま
れ
る
。
孟
浩
然「
春
曉
」、
杜
牧「
清
明
」、

李
白
「
子
夜

呉
歌
」、
韋
応

物「
秋
夜
呉
丘

二
十
二
員
外
」

の
四
首
を
説

明
し
て
、
季
節

の
変
化
に
よ
っ
て
感
情
が
引
き
立
て
ら
れ
る
詩
と

な
っ
て
い
る
こ
と
。
夏
冬
は
停
滞
の
季
節
と
捉
え
ら

れ
変
化
が
少
な
く
詩
に
は
向
か
な
い
季
節
と
認
識
さ

れ
る
。
冬
に
は「
雪
」や「
年
の
瀬
」と
い
う
変
化
も

あ
り
、
唐
代
中
期
以
降
は
冬
の
詩
も
増
え
る
。
高
駢

「
山
亭
夏
日
」、
杜
荀
鶴「
夏
日
題
梧
空
上
人
院
」、
柳

宗
元「
江
雪
」、
高
適「
除
夜
作
」の
四
首
を
説
明
し

て
季
節
内
の
変
化
が
な
い
の
で
一
瞬
を
捉
え
る
詩
と

な
っ
て
い
る
こ
と
、な
ど
を
解
説
し
た
。

三
、
中
国
と
日
本
の
春
と
秋
の
詩
や
歌
か
ら
漢
詩
の

季
節
感
を
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
蝉
の
例
か
ら
考
察
す
る
。

＊
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
例

　

送
春
帰（
抜
粋
） 

唐
・
白
居
易

三
月
尽
日
日
暮
時　
三
月
尽
日 

日
暮
の
時

去
年
杏
園
花
飛
御
溝
緑　
去
年 

杏
園 

花
飛
び
て 

御
溝
緑
な
り

何
処
送
春
曲
江
曲　
何い
ず
れ処
に
か
春
を
送
ら
ん 

曲
江
の
曲く
ま

今
年
杜
鵑
花
落
子
規
啼　
今
年 

杜と

鵑け
ん
花か

落
ち 

子し

規き

啼
く

送
春
何
処
西
江
西　
春
を
送
る
は
何
処
な
ら
ん 

西
江
の
西

帝
城
送
春
猶
怏
怏　
帝
城
に
春
を
送
る
も 

猶
ほ
怏お
う
々お
う
た
る
に

天
涯
送
春
能
不
加
惆
悵　
天
涯
に
春
を
送
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能よ

く
惆
ち
ゅ
う
悵ち
ょ
うを
加
へ
ざ
ら
ん

　
『
古
今
和
歌
集
』巻
十
一

ほ
と
と
ぎ
す　
鳴
く
や
五
月
の
あ
や
め
ぐ
さ　

　
　
　
　
　

あ
や
め
も
知
ら
ぬ
恋
も
す
る
か
な

　

こ
の
よ
う
に
漢
詩
で
は
春
の
末
に
鳴
く
鳥
と
さ

れ
、和
歌
で
は
夏
に
鳴
く
鳥
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

＊
蝉
の
例

　

早
蝉 

唐
・
白
居
易

六
月
初
七
日　

江
頭
蝉
始
鳴　
　

石
楠
深
葉
裏　

薄
暮
両
三
声　
　

一
催
衰
鬢
色　

再
動
故
園
情　
　

西
風
殊
未
起　

秋
思
先
秋
生　
　

憶
昔
在
東
掖　

宮
槐
花
下
聴　
　

今
朝
無
限
思　

雲
樹
繞

城

　
　

六
月
初
七
日 

江
頭
に
蝉
始
め
て
鳴
く

　
　

石
楠
深
葉
の
裏 

薄
暮
両
三
声

　
　

一ひ
と
たび
催
す
衰
鬢
の
色 

再
び
動
か
す
故
園
の
情

　
　

西
風 

殊な

ほ
未
だ
起
た
ざ
る
に 

秋
思 

秋
に
先
ん
じ
て
生
ず

　
　

憶
ふ
昔
東
掖
に
在
り
て 

宮
槐
花
下
に
聴
く
を

　
　

今
朝 

無
限
の
思
ひ 

雲
樹 

ぼ
ん
城じ
ょ
うに
繞
る

　
『
古
今
和
歌
集
』巻
十
四「
恋
歌
」 

紀
友
則

蝉
の
声　
聞
け
ば
か
な
し
な　
夏
衣

　
　
　
　
　

薄
く
や
人
の　
な
ら
む
と
思
へ
ば

閑
さ
や　
岩
に
し
み
入
る　
蝉
の
声 

松
尾
芭
蕉

　

こ
の
よ
う
に
漢
詩
で
は
蝉
は
秋
に
鳴
く
と
し
て
扱

い
日
本
で
は
夏
に
鳴
く
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

四
、ま
と
め

（
１
）季
節
の
情
緒
や
風
物
詩
は
、
気
象
や
動
植
物
の

生
態
だ
け
で
な
く
そ
の
国
の
文
化
の
あ
り
か

た
を
も
反
映
し
て
い
る

（
２
）日
本
文
化
は
中
国
文
化
の
影
響
を
強
く
受
け
て

い
る
が
、
す
べ
て
の
季
節
を
詩
歌
で
描
き
た
い

と
い
う
意
識
は
日
本
独
自
の
も
の
で
は
な
い
か

（
３
）日
本
漢
詩
は
季
節
ご
と
の
情
緒
と
い
う
意
味

に
お
い
て
は
中
国
漢
詩
を
踏
襲
し
て
い
る
面

も
大
き
い
が
、
風
物
詩
は
多
く
が
日
本
流
に

な
っ
て
い
る

（
４
）た
だ
し
季
節
感
や
情
緒
は
日
中
と
も
に
時
代

に
よ
っ
て
い
く
ら
か
変
化
が
あ
る

 

（
水
城
ま
ゆ
み
）

高芝麻子先生高芝麻子先生
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漢
詩
鑑
賞
会
Ａ

　

－

玉
井
先
生
か
ら
桜
庭
先
生
へ

－

　

漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
は
、
こ
の
度
、
玉
井
先
生
の「
唐

詩
鑑
賞
」が
終
了
し
、
引
き
続
き
、
桜
庭
先
生
の「
宋

詩
鑑
賞
」が
始
ま
り
ま
す
。

　

玉
井
幸
久
先
生
の「
唐
詩
鑑
賞
」は
、二
〇
一
四
年

一
月
、
地
球
市
民
プ
ラ
ザ
に
て
第
一
回
定
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
義
は
、「
漢
詩
愛
好
家
な
ら
誰

で
も
楽
し
め
る
唐
詩
鑑
賞
」を
目
標
と
し
、
唐
代
詩

人
が
時
代
背
景
の
中
で
ど
の
よ
う
に
生
き
、
ど
の
よ

う
に
詠
っ
た
の
か
、
漢
詩
を
通
し
て
彼
ら
の
喜
怒
哀

楽
に
触
れ
、
そ
の
足
跡

を
た
ど
る
旅
で
し
た
。

唐
代
の
代
表
詩
人
、
孟

浩
然
、
李
白
、
杜
甫
、

白
居
易
、
王
維
、
杜
牧

に
つ
い
て
の
六
年
間

六
〇
回
の
講
義
に
は
、

毎
回
三
〇
〜
四
〇
名

が
出
席
し
、
先
生
の
熱

弁
に
聞
き
入
り
ま
し

た
が
、
皆
に
惜
し
ま

れ
つ
つ
昨
年
十
一
月

二
十
八
日
の
最
終
講

義「
白
居
易
の
詩
と
生

き
様
」（
約
八
〇
名
出

席
）を
も
っ
て
終
了
し

ま
し
た
。

　

最
終
講
義
後
の「
感
謝
の
集
い
」で
三
村
会
長
か

ら
玉
井
先
生
に
感
謝
状
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。

　

燧
翁
玉
井
幸
久
先
生

燧
翁
先
生
歳
九
十
四　

四
國
愛
媛
人

唐
朝
高
韻
都
窮
盡　

熱
血
辯
才
千
萬
言

六
歳
累
回
成
講
義　

九
旬
餘
四
企
鴻
軒

騒
人
眞
意
融
融
説　

處
士
交
情
懇
懇
論

訓
詁
諄
諄
風
雅
會　

銘
心
鷗
鷺
報
師
恩

茲
神
漢
連
詩
友
一
同
深
謝
燧
翁
先
生

長
記
先
生
功
勞
事　
　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
八
日

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟　

会
長　

三
村
公
二　

印

　

引
き
続
き
、
年
明
け
一
月
二
十
三
日
か
ら
は
、
桜

庭
慎
吾
先
生
の「
宋
詩
鑑
賞
」が
開
講
と
な
り
ま
す
。

開
講
に
当
た
っ
て
、
先
生
か
ら
頂
戴
し
た
一
文
の
一

部（
誌
面
の
都
合
で
）を
掲
載
し
ま
す
。

「『
詩
経
』以
来
、
時
代
の
趨
勢
に
抵
抗
す
る
と
こ
ろ

に
、
詩
の
生
命
が
あ
る
と
考
え
て
き
た
中
国
の
詩
の

伝
統
の
な
か
で
、
宋
代
の
詩
人
達
は
何
を
考
え
て
詩

を
作
っ
て
き
た
の
か
…
。
そ
し
て
詩
人
た
ち
の
美
意

識
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
…
。
さ
ま
ざ
ま

の
切
り
口
に
よ
り
宋
代
の
詩
を
読
み
、
詩
人
達
の
心

の
襞
に
接
近
し
た
い
。
採
り
上
げ
る
詩
人
は
、
北
宋

で
は
蘇
軾
を
中
心
と
し
た
詩
人
群
を
、
南
宋
で
は
陸

游
、楊
萬
里
、范
成
大
等
を
予
定
し
て
い
る
。」

　

例
会
の
日
時
、
場
所
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
毎
月

木
曜
日
、
地
球
市
民
プ
ラ
ザ
で
す
。
常
時
入
会
で
き

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

（
瀧
川
智
志
）

漢
詩
鑑
賞
会
Ｃ 

講
師
交
代

－桜
庭・住
田・三
上
先
生
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

－

　

鑑
賞
会
Ｃ
は「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩
」（
佩
文

齋
詠
物
詩
選
抄
）に
基
づ
き
、神
奈
川
近
代
文
学
館
に

て
、
毎
月
十
二
首
の
七
言
絶
句
を
講
師
の
解
説
に
よ

り
白
文
か
ら
読
み
解
き
鑑
賞
す
る
勉
強
会
で
す
。
上

平
声
韻
に
引
き
続
き
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
か
ら
は

下
平
声
韻
の
七
言
絶
句
三
五
〇
首
に
つ
い
て
、
城
田

六
郎
、
桜
庭
慎
吾
、
住
田
笛
雄
及
び
三
上
光
敏
の
四

人
の
先
生
方
が
講
師
と
し
て
指
導
に
当
た
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
各
先
生
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
多
く
の
事
を

私
共
は
学
ば
せ
て
頂
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

従
来
、
漢
詩
は
読
下
し
・
訳
・
鑑
賞
の
要
点
付
き
で

読
む
の
が
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
慣
れ
て
い
た
私
共

に
と
っ
て
、そ
の
講
義
は
新
鮮
な
も
の
で
し
た
。

講
義
で
学
ば
せ
て
頂
い
た
こ
と
の
要
点
は
、

① 

漢
文
法
を
基
礎
と
し
て
の
白
文
の
読
下
し
方
法
。

② 

あ
た
り
ま
え
の
事
で
す
が
、
常
に
辞
書
で「
字
」

「
語
」の
意
味
を
確
認
す
る
こ
と
の
大
切
さ
。

③ 

詩
の
大
意
を
つ
か
み
、
分
ら
な
い
点
を
自
分
の

頭
で
考
え
る
大
切
さ
と
面
白
さ
。

④ 

唐
か
ら
明
代
ま
で
の
多
く
の
詩
人
の
略
歴
。

⑤ 

中
国
の
多
く
の
文
物
・
詩
跡
・
典
故
な
ど
。

　

諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
昨
年
七
月
か
ら
講
師
陣
は

新
た
に
城
田
六
郎
先
生
、
中
島
龍
一
・
新
井
治
仁
・

香
取
和
之
の
諸
氏
四
名
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
皆

様
の
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
香
取
和
之
）

玉井先生の最終講義玉井先生の最終講義 玉井先生への花束贈呈玉井先生への花束贈呈
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例
会
偶
数
月
サ
ー
ク
ル
の
交
流
会
開
催

－

漢
詩
作
り
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
意
見
交
換

－

　

十
一
月
二
十
日
、
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
会
議
室

で
、例
会
を
偶
数
月
に
実
施
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
会

員
を
中
心
に
二
十
二
名
が
参
加
し
て
交
流
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

最
初
に
、竹
林
舎
友
・
城
田
六
郎
先
生
か
ら
、「
起

承
転
結
の
転
句
の
重
要
性
」と
題
し
て
、
唐
詩
の
中

か
ら
転
句
の
展
開
が
異
な
る
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
漢

詩
に
つ
い
て
、
夫
々
の
特
徴
点
の
お
話
を
頂
い
た
。

次
に
、
本
年
度
の
全
国
漢
詩
大
会
特
別
賞
受
賞
の
川

上
修
己
さ
ん
が
、
ご
自
身
の
漢
詩
作
り
の
取
り
組
み

方
を
話
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
が
漢
詩
作
り
の
詩
題
の
決
め
方

や
起
承
転
結
の
組
み
立
て
方
の
苦
労
話
を
披
露
す
る

中
で
、
漢
詩
作
り
は「
い
つ
、
ど
こ
で
」と
い
う
話
題

に
な
り
、「
夜
、
寝
る
前

に
布
団
の
中
で
」が
圧
倒

的
に
多
か
っ
た
の
に
は

参
加
者
一
同
ビ
ッ
ク
リ
。

懇
親
会
は
、
同
プ
ラ
ザ

九
階
レ
ス
ト
ラ
ン
に
場

所
を
移
し
て
実
施
さ
れ

た
。
初
対
面
の
人
も
多

か
っ
た
が
、
す
ぐ
に
和

気
藹
々
。
時
間
の
経
過

も
忘
れ
る
ほ
ど
に
盛
り

上
が
っ
た
。（
高
津
有
二
）

漢
詩
中
級
講
座
開
か
る

　

漢
詩
の
作
法
を
身
に
つ
け
、
力
の
向
上
を
目
指
し

て
、
県
連
の
中
級
者
講
座
を
催
し
ま
し
た
。
十
月
六

日
と
二
十
七
日
の
二
回
に
わ
た
り
新
宿
で
、
後
藤
淳

一
先
生
を
招
い
て
九
名
の
生
徒（
希
望
者
）が
受
講

し
ま
し
た
。

　

講
義
内
容
は
、
漢
詩
は
古
代
中
国
語
の
詩
で
あ
る

こ
と
、
書
き
下
し
文
の
書
き
方
、
旧
字
と
正
字
・
異

体
字
、
筆
記
体
と
活
字
体
の
区
別
、
パ
ソ
コ
ン
で
の

「
捜
韻
」の
活
用
に
よ
る
詩
語
の
検
索
、
用
例
の
調
査

法
な
ど
で
し
た
。
こ
れ
ら
は
た
い
へ
ん
有
意
義
な
内

容
で
、
生
徒
一
同
新
た
な
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
添
削
の
仕
方
に
つ
い
て
各
生
徒
の
実
作
で
指
導

が
あ
り
、
課
題
詩
に
つ
い
て
の
添
削
を
通
じ
て
、
気

を
付
け
る
べ
き
こ
と
を
指
導
さ
れ
た
。
特
に
強
調
さ

れ
た
こ
と
は
、
起
承
転
結
の
構
成
が
最
も
重
要
で
あ

る
こ
と
、
こ
れ
が
ま
ず
い

と
読
み
手
に
感
動
を
与
え

る
こ
と
が
出
来
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、

平
仄
の
誤
り
に
つ
い
て

は
、
語
の
意
味
に
よ
り
違

い
が
あ
る
の
で
、
中
級
者

に
な
れ
ば
と
く
に
気
を
配

り
、
詩
語
表
に
も
誤
り
が

あ
る
の
で
気
を
付
け
ね
ば

な
ら
な
い
な
ど
も
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。（
中
島
龍
一
）

パ
ソ
コ
ン・ス
マ
ホ
で
ら
く
ら
く
漢
詩
作
り

　

神
辞
会
開
発
ツ
ー
ル
の
説
明
会
始
ま
る

　

い
ざ
漢
詩
を
作
ろ
う
と
す
る
と
、
詩
語
集
で
適
当

な
詩
語
を
探
し
平
仄
を
辞
書
で
調
べ
て
、
規
則
通
り

に
配
置
す
る
、
と
い
う
一
連
の
作
業
は
結
構
大
変
だ

と
感
じ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
た
め
、
本
当
は
漢
詩
を
作
っ
て
は
み
た
い
も

の
の
漢
詩
鑑
賞
だ
け
に
し
て
い
る
方
、
漢
詩
作
り
に

大
変
な
労
力
と
時
間
を
要
し
て
ち
ょ
っ
と
疲
れ
て
し

ま
う
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
お
悩
み
を
少
し
で
も
解
決
し
よ
う
と
、
神

漢
連
神
辞
会
で
は
、
作
詩
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
、
電

子
詩
語
集
と
七
絶
推
敲
表
を
開
発
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
か
ら
、
普
及
促
進
の
た
め
会
員
向
け

説
明
会
を
始
め
ま
し
た
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
神

漢
連
Ｈ
Ｐ「
連
盟
か
ら
の
お
知
ら
せ
」欄
か
ら
、日
程

等
確
認
の
上
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

（
牛
山
知
彦
）

「
だ
れ
で
も
わ
か
る 

七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩（
上
）

佩
文
齋
詠
物
詩
選
七
絶
抄
・
注
釈
」刊
行

　

会
報
二
十
四
号
で
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
が
、
現
在
好
評
頒
布
中
で
す
。
是
非
ご
購
入
下

さ
い
。

頒
布
価
格（
実
費
）１
５
０
０
円
。送
料
別
。

申
込
先
…
〒247

―0063　

鎌
倉
市
梶
原

　
　
　
　

二
―
二
六
―
一
―
三
一
九　
　

香
取
和
之

　
　
　
　

T
EL　

0467-48-5446

　
　
　
　

E-m
ail : katorikazuyuki@

gm
ail.com

合同勉強会後の懇親会合同勉強会後の懇親会

サークル交流会参加の皆さんサークル交流会参加の皆さん
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詩
游
会「
田
原
健
一
先
生
追
悼
詩
集
」発
行

詩
游
会　

浜
辺
又
八

　

田
原
健
一
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
、
早
や
三
年
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
詩
游
会
は
平
成
二
十
二
年

の
漢
詩
連
盟「
漢
詩
入
門
講
座
」以
来
ご
指
導
を
賜

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

会
員
に
は
田
原
先
生
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
感

謝
の
思
い
が
あ
り
、
先
生
の
三
回
忌
に
合
わ
せ
て
大

磯
の
我
が
又
八
工
房
に
集
ま
り
、
検
討
を
重
ね
ま
し

た
。
原
稿
集
約
後
、
数
日
間
は
、
い
わ
ば
ア
ナ
ロ
グ

の
手
作
り
で
印
刷
、
製
本
し
、
令
和
元
年
六
月
一
六

日
付
け
で
追
悼
詩
集
を
刊
行
し
、
ご
遺
族
に
お
届
け

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

広
く
漢
詩
に
親
し
ん
で
も
ら
う
為
に
と
神
漢
連
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
描
き
続
け
ら
れ
た
中
国
名
詩
に
対

す
る
田
原
先
生
の
挿
絵
、
先
生
が
残
さ
れ
た
玉
韻
、

詩
游
会
会
員
の
追
悼
詩
と
想
い
等
、
常
に
我
々
の
そ

ば
に
お
ら
れ
た
先
生
と
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
記
録

に
で
き
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
企
画
編
集

の
板
本
健
一
氏
、
監
修
の
住
田
笛
雄
先
生
に
改
め
て

感
謝
で
す
。

　

感
銘
を
受
け
且
つ
親
し
み
を
覚
え
た
詩
を
一
つ

（
昨
年
十
月
福
島
水
害
の
報
を
聞
き
つ
つ
）。

　

福
島
桃　
　
　
　
　
　

福
島
の
桃

安
達
太
良
山
麓
傍　
安
達
太
良 

山
麓
の
傍か
た
わら

炎
天
村
媼
路
頭
商　
炎
天 

村
媼 

路
頭
の
商あ
き
ない

玉
盈
盥
裏
伏
流
水　
玉
は
盥か
ん
裏り

に
盈
ち 

伏
流
の
水

購
得
肥
甘
一
噛
涼　
購あ
が
ない
得
た
り 

肥
甘 

一い
っ
噛し

の
涼

平
成
最
期
の
思
い
出

好
文
会　

室
橋
幸
子

　

平
成
最
後
の
春
二
月
、
一
本
の
電
話
が
入
り
ま
し

た
。
昔
、
小
学
六
年
生
だ
っ
た
詩
吟
の
生
徒
尚
見
さ

ん
で
す
。三
年
詩
吟
を
習
い
コ
ン
ク
ー
ル
も
入
賞
し
、

期
待
大
だ
っ
た
時
、
突
然
歌
手
に
な
り
た
い
と
教
室

を
去
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
マ
イ
ク
の
使
い
方
を
ほ

め
ら
れ
た
と
か
、
お
礼
を
云
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

そ
の
後
尚
見
さ
ん
は
ソ
ウ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
進

み
勉
強
し
、
Ｃ
Ｄ
を
出
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
結

婚
、今
は
二
児
の
母
。そ
の
尚
見
さ
ん
が
電
話
で〝
私

の
人
生
は
詩
吟
が
原
点
で
す
。
詩
吟
の
お
陰
で
今
が

あ
り
ま
す
。
今
後
は
二
人
の
子
供
に
是
非
詩
吟
を
教

え
て
く
だ
さ
い
〞と
私
を
尋
ね
て
来
た
の
で
す
。
ま

さ
か
と
驚
き
ま
し
た
。
三
十
数
年
前
の
私
の
教
室
は

若
い
マ
マ
達
が
子
連
れ
で
詩
吟
に
来
て
い
ま
し
た
。

私
は
幼
児
に
い
き
な
り
難
し
い
漢
詩
は
馴
じ
み
難
い

と
思
い
、〝
会
詩
〞と〝
ど
ら
え
も
ん
〞を
作
詩
し
ま

し
た
。

　

今
、生
徒
達
は
成
人
し
、財
団
の
漢
詩
集
を
吟
じ
、

全
国
大
会
や
レ
コ
ー
ド
会
社
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
活
躍

す
る
も
、
今
は
幼
児
が
い
な
く
吟
じ
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
尚
見
さ
ん
の
お
蔭
で
又
六
歳
と
三
歳
の
子
に

〝
ど
ら
え
も
ん
〞を
教
え
て
い
ま
す
。
三
十
年
前
の
事

を
忘
れ
ず〝
詩
吟
が
人
生
の
原
点
〞な
ど
と
云
っ
て

貰
え
る
な
ん
て
、
長
い
間
詩
吟
を
教
え
さ
せ
て
頂
く

冥
利
に
尽
き
る
思
い
で
す
。

神
漢
連
と
の
交
流

陳　

興

　

私
は
一
九
八
〇
年
生
ま
れ
の
中
国
人
で
、
福
建
省

出
身
で
す
。二
〇
〇
〇
年
に
留
学
生
と
し
て
来
日
し
、

二
〇
一
〇
年
の
三
〇
歳
を
機
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　

神
漢
連
と
の
縁
を
結
ん
だ
の
は
二
〇
一
八
年
の
中

秋
の
直
前
で
、
言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
て
、
西
安
詩

詞
学
会
と
神
漢
連
と
の
西
安
で
の
交
流
会
が
成
功
し

て
い
た
こ
と
を
今
で
も
心
か
ら
感
銘
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
八
ヵ
月
が
過
ぎ
、
突
然
横
浜
へ
の
出
張
が

決
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
交
流
会
で
詩
友
と
な
っ
た
神
漢

連
の
皆
様
が
歓
迎
会
を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

重
遊
橫
濱　
　
　
　

重
ね
て
横
浜
に
遊
ぶ

風
吹
絲
雨
趁
雲
灰　
風
吹
き
絲
雨
雲
の
灰
を
趁お

ひ

煉
瓦
紅
房
近
海
隈　
煉
瓦
の
紅
房
は
近
海
の
隈

再
到
橫
濱
舊
遊
地　
再
び
到
る
横
浜
旧
遊
の
地

群
鷗
不
識
我
重
來　
群
鴎
は
識
ら
ず
我
が
重
ね
て
来
た
る
を

　

住
田
先
生
の
ご
好
意
で
、
神
漢
連
に
入
会
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
も
こ
れ
か
ら
中
日
の
漢
詩

交
流
を
深
め
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
決
意
し
ま
し

た
。

　

詩
と
は
、
人
生
を
語
る
も
の
で
あ
り
、
旅
の
音
を

留
め
る
も
の
で
も
あ
り
、
各
種
の
感
情
を
後
に
残
し

て
お
く
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。　

大
連
に
て
。

注
：
陳
氏
は
平
成
三
十
年
の
神
漢
連
・
西
安
漢
詩
ツ
ア
ー
で
の

日
中
交
流
会
に
参
加
さ
れ
、こ
の
度
会
員
の
仲
間
入
り
で
す
。

会
員
の
活
動
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意
味
と
句
や
文
の
な
か
で
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
懇

切
に
解
説
す
る
と
共
に
、
そ
の
他
多
く
の
用
字
、
す

な
わ
ち
再
読
文
字
、副
詞
、接
続
詞
、動
詞
、名
詞
な

ど
、一
括
し
て〝
助
字
〞と
呼
ば
れ
る
計
百
十
四
字
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
助
字
に
つ
い
て
は
、

次
稿
で
城
田
先
生
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
本
書
の
概
略
を
記
し
た
が
、
こ
の
三
章
の

な
か
の
各
説
ご
と
に
練
習
問
題
が
あ
る
。
自
分
の
理

解
度
を
確
か
め
る
為
に
も
こ
の
課
題
に
是
非
と
も
挑

戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

助
字
の
使
い
方
に
つ
い
て

竹
林
舎
友　

城
田
六
郎

　

先
ず
助
字
と
は
何
か
を
説
明
し
ま
す
。
漢
文
で
主

と
し
て
名
詞
・
動
詞
・
形
容
詞
な
ど
の
実
質
的
な
意

味
を
表
わ
す
語
を
実
字
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
前

置
詞（
于
於
）・
後
置
詞（
之
者
）・
助
動
詞（
令
使
）・

接
続
詞（
而
則
）・
終
尾
詞（
也
焉
）な
ど
実
字
を
助

け
て
あ
る
種
の
意
味
を
添
え
る
語
を
助
字
と
い
う
。

実
字
に
対
し
て
虚
字
と
も
い
う
。

　

助
字
は
約
二
百
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
一
つ
例
を

あ
げ
て
説
明
す
る
。「
何
」と
い
う
字
は
い
ろ
い
ろ
な

読
み
方
が
あ
り
、
意
味
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る（
同
音

異
訓
）の
で
代
表
と
し
て
例
に
あ
げ
る
。（　

）内
は

読
み
方
を
表
し
、そ
の
下
は
意
味
を
表
す
。

（
１
）何（
な
ん
の
）ど
ん
な
、（
我
何な

ん
の

面
目
見
え
―

―
私
は
ど
ん
な
顔
を
し
て
、
彼
等
に
あ
っ
た
ら
い
い

の
か
、合
せ
る
顔
も
な
い
）

（
２
）何（
な
ん
ぞ
）ど
う
し
て
、（
帝
力
何な

ん
ぞ

有
於
我

合
っ
て
ど
の
様
に
読
ん
だ
ら
よ
い
か
、
と
ま
ど
い
を

感
じ
た
人
も
多
い
と
思
う
。
自
分
の
漢
文
法
の
知
識

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
気
持
ち
で
本
書
を
繙
い
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

本
書
の
構
成
は
、
第
一
章
の
基
礎
編
、
第
二
章
の

句
法
編
、
第
三
章
の
用
字
編
を
主
体
と
し
て
い
る
。

ま
ず
基
礎
編
で
は
、
漢
文
は
外
国
語
で
あ
り
、
文
法

は
日
本
語
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
押
え
て
欲

し
い
。（
こ
の
点
、漢
字
を
用
い
て
い
る
日
本
人
は
錯

覚
を
起
し
易
い
。）こ
の
基
礎
編
が
漢
文
法
の
殆
ど

全
て
と
言
え
る
ほ
ど
重
要
な
箇
所
で
、
繰
返
し
精
読

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
漢
文
の
構
造
は
極
め
て
論
理

的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
や
数
学
に
似
て
い
る
所
が

あ
る
。
基
礎
編
で
し
っ
か
り
土
台
を
固
め
て
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
進
ん
で
欲
し
い
。

　

次
の
句
法
編
は
、
句
や
文
章（
詩
も
含
め
て
）を

読
ん
だ
り
、作
る
こ
と
を
学
ぶ
。す
な
わ
ち
否
定
形
、

疑
問
形
、
反
語
形
な
ど
十
四
の
類
形
に
つ
い
て
そ
の

読
み
方
や
作
り
方
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。

　

第
三
章
の
用
字
編
は
、
基
本
重
要
語
と
し
て
以
、

已
、
可
…
能
、
与
、
欲
。
な
ど
十
四
字
を
あ
げ
、
そ
の

特
集
の
ね
ら
い

　

漢
詩
を
作
る
時
、
漢
語
辞
書
と
共
に「
だ
れ
に
も

で
き
る
漢
詩
の
作
り
方
」や「
詩
語
辞
典
」な
ど
の
詩

語
表
を
用
い
、
さ
ら
に
中
級
者
に
な
る
と
各
種「
韻

府
」を
用
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
漢
文
法
の
基

礎
が
な
い
と
、
不
適
切
な
表
現
・
語
順
の
句
を
作
る

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
詩
で
作
者
の
気
持

ち
を
的
確
に
述
べ
る
に
は
、「
助
字
」の
活
用
が
必
須

と
な
る
が
、
ど
の
よ
う
に
学
び
、
ま
た
ど
の
図
書
を

辞
書
の
如
く
引
き
な
が
ら
作
詩
す
れ
ば
良
い
の
か

困
っ
て
い
る
方
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。
本
特
集
が
こ

れ
ら
の
事
へ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

 

（
香
取
和
之
）

漢
文
法
入
門
書「
新
明
説
漢
文
」で〝
漢
文
法
〞

を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

竹
林
舎
友　

桜
庭
慎
吾

　

本
書
は
高
校
学
校
の
漢
文
の
副
読
本
で
あ
る
。
県

連
の
初
心
者
入
門
講
座
の
受
講
生
に
対
し
て
、
四
〜

五
年
前
よ
り
お
薦
め
し
て
い
る
本
で
、
痒
い
所
に
手

が
届
く
よ
う
に
漢
文
法
を
解
説
し
て
い
る
。
高
校
時

代
に
漢
文
を
習
っ
た
人
で
も
、
漢
文
や
漢
詩
に
出

小
特
集

ー
漢
詩
の
為
の
漢
文
法
と

助
字
の
使
い
方
ー
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良
い
か
に
つ
い
て
補
足
す
る
。

　

助
字
と
し
て
ど
の
よ
う
な
字
が
あ
り
、
そ
し
て
そ

の
字
の
意
味
・
用
例
を
理
解
す
る
に
は
、
桜
庭
先
生

が
前
稿
で
述
べ
ら
れ
て
い
る「
新
明
説
漢
文
」が
高

校
の
教
科
書
の
副
読
本
で
あ
り
、
分
り
や
す
く
意
を

尽
く
し
て
い
て
、
お
薦
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

用
例
は
論
語
・
孟
子
や
史
記
な
ど
か
ら
採
ら
れ
て
お

り
、
漢
詩
の
用
例
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
の
為
、
各

助
字
が
漢
詩
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
も
の
な
の
か
ど
う

か
が
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
作
詩
の
時
は
、「
た
だ
」

「
ま
さ
に
」な
ど
の
表
現
案
が
先
に
あ
り
、
そ
の
後
こ

れ
ら
を
ど
う
い
う
助
字
で
表
現
す
れ
ば
い
い
の
か
と

い
う
思
考
過
程
に
な
る
た
め
、
本
書
で
は
該
当
す
る

的
確
な
助
字
を
見
つ
け
る
こ
と
に
難
点
が
あ
る
。

　

こ
の
観
点
か
ら
は
、
城
田
先
生
が
参
考
書
と
し
て

挙
げ
て
お
ら
れ
る「
唐
詩
概
説
」の
な
か
の
附
録「
唐

詩
の
助
字
」が
優
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
代
表
的

な
助
字
表
現
七
十
三
項
目
が「
あ
い
う
え
お
」順
に

並
ん
で
お
り
、
項
目
毎
に
該
当
す
る
複
数
の
助
字
を

挙
げ
、
そ
の
平
仄
・
意
味
と
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
、

ま
た
唐
詩
で
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。
七
十
三
項
目

と
し
て
は
、「
い
か
ん
」「
か
え
っ
て
」「
こ
の
」「
さ
も

あ
ら
ば
あ
れ
」「
た
だ
」「
つ
い
に
」「
ま
さ
に
」「
や
や
」

等
々
で
あ
る
。

　

ま
た
手
頃
な
辞
書
で
は
、「
新
字
源
」（
角
川
書
店
）

に
は「
全
助
字
の
解
説
一
覧
」が
巻
末
に
あ
り
、「
漢

辞
海
」（
三
省
堂
）で
は
、
各
助
字
に
詳
し
い
説
明
と

豊
富
な
用
例
が
あ
り
、優
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

我
々
漢
詩
の
初
中
級
者
は
、
適
切
な
助
字
を
用
い
て

意
を
尽
く
し
た
漢
詩
を
作
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

を
確
認
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
用
例
を
調
べ

る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
次
の
参
考

書
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

　

唐
詩
概
説　

岩
波
書
店（
岩
波
文
庫
）

　

新
明
説
漢
文　

尚
文
出
版

　

漢
詩
漢
文
小
百
科　

大
修
館
書
店

　

助
字
小
字
典　

内
山
書
店

「
助
字
」の
学
び
方
と「
唐
詩
概
説
―
唐
詩
の

助
字
」の
活
用
に
つ
い
て

以
文
会　

香
取
和
之

　

助
字
を
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
城
田

先
生
が
前
稿
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
ど
の
図
書
で
ど
の
よ
う
に
学
び
・
活
用
す
れ
ば

哉
―
―
天
子
の
力
な
ど
ど
う
し
て
私
に
関
係
が
あ
ろ

う
か
、関
係
は
な
い
の
だ
。）

（
３
）何（
な
に
か
、
な
に
を
か
）な
に
か
、
な
に
を
、

（
苟
正
其
身
矣
、
於
従
政
乎
何な

に
か

有
―
―
も
し
自
分

自
身
を
正
し
く
す
る
な
ら
、
政
治
に
従
事
す
る
に
あ

た
っ
て
、何
の
困
難
が
あ
ろ
う
か
。）

（
内
省
不
疚
、
夫
何

な
に
を
か

憂
何
な
に
を
か

懼
―
―
心
に
反
省
し

て
み
て
、
や
ま
し
い
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
い
っ
た
い

何
を
恐
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
何
も
心
配
し
恐
れ

る
こ
と
は
な
い
の
だ
。）

（
４
）何（
い
づ
れ
）ど
の
、
い
つ（
天
下
何い

ず
れ

地
無
月

―
―
こ
の
世
で
ど
の
土
地
で
月
が
見
え
な
い
の
だ
ろ

う
か
、ど
こ
で
も
見
え
る
の
だ
。）

（
５
）何（
い
づ
く
）ど
こ（
県
官
急
索
租
、
租
税
従

何い
づ
く

出
―
―
県
の
役
人
が
厳
し
く
租
税
を
要
求
す
る

が
、租
税
な
ど
ど
こ
か
ら
だ
せ
る
の
か
）

　

日
本
語
で
は
同
じ
発
音
で
も
、
漢
語
で
は
意
味
が

微
妙
に
異
な
る
言
葉（
同
訓
異
字
）の
例
と
し
て「
ま

た
」を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。

（
１
）復ま

た　

反
復
連
続
を
表
す
。（
莫
怪
山
前
深
復ま
た

浅

―
―
山
の
前
の
河
は
深
か
っ
た
り
、
浅
か
っ
た
り
す

る
の
を
怪
し
む
こ
と
は
な
い
。）

（
２
）還ま

た　

た
ち
か
え
っ
て
の
義
が
あ
り
、
か・

・

・

・

え
っ
て

と
も
読
む
。（
春
来
還ま

た

発
旧
時
花
―
―
春
に
な
れ
ば

ま
た
昔
の
ま
ま
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。）

（
３
）又ま

た　

ま
た
も
や
、
そ
の
上
に
の
義
で
添
加
を
表

す
。（
霜
鬢
明
朝
又ま

た

一
年
―
―
明
日
の
朝
に
な
れ
ば
、

白
髪
の
ふ
え
た
鬢
は
ま
た
一
つ
年
を
と
っ
て
い
る
の

だ
。）

　

助
字
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
辞
書
で
そ
の
意
味
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論
語
と
お
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
田
笛
雄

　

戦
前
の
旧
制
高
校
の
学
生
が
歌
っ
た
デ
カ
ン
シ
ョ

節
に
、「
論
語
孟
子
を
繙
い
て
み
た
が
、酒
を
飲
む
な

と
書
い
て
な
い
。
論
語
孟
子
を
繙
い
て
み
て
も
、
酒

を
飲
め
と
も
書
い
て
な
い
。」と
い
う
の
が
あ
る
。

　

因
み
に
、
こ
の
デ
カ
ン
シ
ョ
は
、
デ
カ
ル
ト
・
カ

ン
ト
・
シ
ョ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
略
と
さ
れ
て
い
る

が
、
江
戸
時
代
の
里
謡
に「
丹
波
篠
山
、
山
家
の
猿

が
、
花
の
お
江
戸
で
芝
居
す
る
、
ハ
ア
エ
、
ヤ
レ
コ

リ
ャ
、
デ
ッ
カ
ン
シ
ョ
イ
ヨ
」と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

こ
れ
を
も
じ
っ
て
取
り
込
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
小
生
浅
学
に
し
て
、
孟
子
は
深
く
読
ん
だ

事
が
な
い
の
で
、
酒
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
の
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
の
だ
が
、
論
語
に
は
、
二
箇
所
で

酒
に
触
れ
て
い
る
。

　

一
箇
所
は
、
子し

罕か
ん

第
九
に
、「
子
曰
く
、
出い

で
て
は

則
ち
公
卿
に
事つ

か

え
、
入
り
て
は
則
ち
父
兄
に
事
え
、

葬
事
は
敢
え
て
勉
め
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
酒
の
困み

だ
れ
を

為
さ
ず
。何
ぞ
我
に
あ
ら
ん
や
。」で
あ
る
。

　
「
朝
廷
に
出
て
は
公
卿
に
事
え
て
誠
意
を
つ
く
し
、

家
庭
に
あ
っ
て
は
父
兄
に
事
え
て
孝
友
を
つ
く
し
、

父
母
の
喪
に
は
悲
し
み
を
つ
く
し
、
禮
を
尽
く
す
よ

う
に
勉
め
な
い
こ
と
は
な
く
、
酒
を
飲
ん
で
も
行
儀

を
失
っ
て
乱
れ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
四
つ
の
こ
と

が
出
来
て
い
る
か
と
考
え
て
み
る
の
に
、
私
に
は
、

一
つ
も
出
来
て
い
な
い
。」と
い
っ
て
、
自
ら
謙
遜
し

て
人
々
に
教
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
は

当
然
に
出
来
て
い
る
は
ず
の
孔
子
が
言
う
所
に
、
重

み
が
あ
ろ
う
。
酒
に
つ
い
て
裏
読
み
を
す
れ
ば
、
孔

子
様
も
酒
を
飲
む
と
時
に
は
羽
目
を
外
す
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
う
一
箇
所
は
、
郷
党
第
十
の
、
孔
子
の
飲
食
に

つ
い
て
記
し
た
章
に
出
て
く
る
。

　
「
惟
だ
、
酒
は
量
な
け
れ
ど
も
、
乱
に
及
ば
ず
。」

「
惟
だ
、
酒
は
人
と
楽
し
み
を
共
に
す
る
た
め
に
飲

む
の
で
あ
る
か
ら
、
分
量
を
限
る
こ
と
は
し
な
い

が
、
快
く
酔
う
の
を
度
と
し
て
威
儀
を
乱
す
ほ
ど
に

は
飲
ま
な
い
。」孔
子
は
、
六
尺
豊
か
な
大
男
で
あ
っ

た
と
い
う
か
ら
、
酒
は
飲
め
ば
相
当
に
強
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。

　

誠
に
立
派
な
の
み
か
た
で
、
恐
れ
入
る
他
は
な

い
。
先
の
、
子
罕
第
九
の
言
い
方
は
、
謙
遜
に
他
な

る
ま
い
。

　

結
論
と
し
て
は
、
論
語
を
読
む
と
酒
を
飲
む
な
と

は
、書
い
て
な
い
、と
い
え
よ
う
か
。む
し
ろ
、乱
れ

ぬ
範
囲
で（
大
い
に
）飲
め
、
と
言
っ
て
い
る
と
思

う
。

　

こ
れ
か
ら
酒
を
飲
む
縁
が
増
え
る
季
節
に
は
い

る
。「
百
薬
の
長
」を
大
い
に
楽
し
み
た
い
。

　

樂
百
藥
長　
　
　
　

百
薬
の
長
を
楽
し
む

軒　

住
田
笛
雄
作

晩
春
醞
醸
酌
金
觴　
晩
春
の
醞
う
ん

醸じょ
う

　

金
觴
に
酌
み

初
夏
搾
醪
嘗
碧
香　
初
夏
の
搾さ
く
醪ろ
う 

碧
香
を
嘗
め
る

秋

到
來
齎
爛
酔　
秋
し
ゅ
う
ろ
く
到
来 

爛
酔
を
齎も
た
らし

冬
醇
味
得
樂
顚
狂　
冬
醇
味
わ
い
得
て
顚て
ん
狂き
ょ
うを
楽
し
む

　

春
の
新
酒
を
金
杯
に
酌
み

　

初
夏
搾
り
た
て
碧
香
芳
し

　

秋
の
旨
酒
酔
を
楽
し
み

　

冬
の
無
濾
過
酒
狂
い
楽
し
む
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第
四
回
漱
石
記
念
漢
詩
大
会
・
熊
本

 
 

小
嶋
明
紀
子

　

西
湖
孤
山
觀
梅 

　

西
湖
孤
山
観
梅

湖
邊
幽
歩
柳

 

湖
邊 

幽
歩
す
れ
ば 

柳
さ
ん
さ
ん
た
り  

閑
聽
春
鶯
水
似
藍 

閑
か
に
春
鶯
を
聴
け
ば
水
藍
に
似
た
り

千
載
風
流
在
何
處 

千
載
の
風
流 

何
處
に
か
在
る

梅
開
隱
士
一
山
庵 

梅
は
開
く 

隠
士
の
一い
ち

山さ
ん

庵あ
ん

　

栄
え
あ
る
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
石
川
忠
久
先
生
、

漱
石
記
念
漢
詩
大
会
の
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。今
回
、「
西
湖
」「
梅
」「
宋
代
の
詩
人
、

林
逋（
＝
林
和
靖
）に
対
す
る
敬
慕
の
情
」を
一
首
に

纏
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
題
材
を
詠
ん

だ
昔
の
作
品
の
数
は
膨
大
で
す
が
、『
瀛
奎
律
髓
』の

「
梅
花
類
」に
掲
載
さ
れ
て
い
る
律
詩
が
特
に
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
の
書
で
は『
中
国
名

勝
詩
詞
大
辞
典
』も
、
歴
代
の
作
品
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
紹
介
し
て
い
て
読
み
や
す
い
書
で
す（
説
明
は
現

代
中
国
語
で
す
）。
私
が
講
師
役
を
務
め
さ
せ
て
頂

い
て
い
る「
漢
詩
創
作
研
究
会
」（
毎
月
、
横
浜
で
開

催
）も
、
皆
様
の
お
陰
を
持
ち
ま
し
て
四
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
今
後
も
沢
山
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。

最
優
秀
賞 

「
通
釈
」

　

小
田
原
の
宿
を
早
朝
雲
の
か
か
っ
た
山（
箱
根
の

山
）に
向
か
う
。
八
里
の
行
程
を
七
尺
の
筇
で
エ
ン

ヤ
ラ
コ
と
登
る
。
曲
が
り
く
ね
っ
た
石
だ
た
み
の
坂

道
は
人
も
馬
も
喘
ぎ
大
変
だ
。
こ
の
箱
根
山
を
登
り

終
わ
れ
ば
も
う
夕
方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

先
般
の
全
国
漢
詩
大
会
に
お
い
て
高
松
市
長
賞
の

栄
誉
に
預
か
り
ま
し
た
。「
道
・
路
・
径
」と
い
う
詠

題
で
の
募
集
で
し
た
。
模
索
し
た
結
果
が
受
賞
詩
で

す
。
こ
れ
は
昔
東
海
道
を
江
戸
か
ら
京
都
に
下
る
と

き
の
旅
人
を
想
定
し
た
も
の
で
す
。
今
で
は
国
道
一

号
線
を
箱
根
の
先
の
芦
ノ
湖
ま
で
車
で
上
が
る
の
は

容
易
で
す
が
曲
が
っ
た
坂
道
は
長
く
、
昔
日
の
旅
人

が
石
畳
み
の
急
坂
を
登
っ
た
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た

こ
と
は
想
像
で
き
ま
す
。
こ
の
思
い
を
詩
に
し
て
み

ま
し
た
。

 
 

香
取
和
之

　

都
邑
雪
朝 

　

都
邑
の
雪せ
っ
朝ち
ょ
う

　

睡
起
四
望
敷
白
銀 

睡
起
し
て
四
望
す
れ
ば 

白
銀
敷
く

陽
光
輝
映
淨
無
塵 

陽
光
輝
映
し 

浄
く
し
て
塵
無
し

高
樓
櫛
比
靜
閑
裏 

高
楼
櫛し
っ
比ぴ

す 

静
閑
の
裏

人
迹
疎
疎
轍
迹
新 

人
迹
疎
々 

轍て
つ
迹せ
き
新
た
な
り

秀　

作

平
成
令
和
元
年
度

全
日
本
漢
詩
大
会
香
川
大
会

 

川
上
修
己

　

函
嶺
道
中 

　

函
嶺
道
中

田
城
拂
曉
向
雲
峰 

田で
ん
城じ
ょ
う払
暁 

雲
峰
に
向
か
う

八
里
行
程
七
尺
筇 

八
里
の
行
程 

七
尺
の
筇

磴
道
羊
腸
人
馬
喘 

磴
道
羊
腸 

人
馬
喘
ぎ

函
山
登
盡
夕
陽
舂 

函
山
登
り
尽
せ
ば
夕
陽
舂う
す
づ
く

高
松
市
長
賞

神
漢
連
会
員

神
漢
連
会
員
「
全
国
漢
詩
大
会
」

「
全
国
漢
詩
大
会
」で
大
活
躍

大
活
躍

（
通
常
の
Ｐ
Ｃ
で
対
応
で
き
な
い
旧

漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
い
る
。

書
き
下
し
文
の
旧
か
な
、
旧
字
等

は
大
会
作
品
集
通
り
と
す
る
。　

）

石川先生のご講演石川先生のご講演
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帰
っ
た
よ
う
な
感
慨
で
す
。
漢
詩
を
詠
ず
る
際
、
博

士
の
編
ん
だ「
大
漢
和
辞
典
」は
必
須
で
す
。
幾
分
な

り
と
も
微
衷
が
通
じ
た
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

表
彰
式
の
後
、
同
庭
苑
で
行
わ
れ
た「
流
觴
曲
水
宴
」

で
は
柏
梁
体
で
、
頂
い
た
韻
字
が「
宮
」で
し
た
の
で

「
曲
水
流
觴
漢
学
宮
」と
詠
じ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
一
層
精
進
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 

岡
田
康
男

　

首
丘 

　

丘
に
首か
う
べす

久
勞
筋
骨
住
塵
寰 

久
し
く
筋
骨
を
労
し
て
塵ぢ
ん
寰く
わ
んに
住じ
ゅ
うし  

今
接
鄕
音
意
自
閑 

今 

郷
音
に
接
し
て 

意
こ
こ
ろ
自お
の
づ
か
ら
閑
な
り

盥
耳
枕
巖
聽
澗
水 

耳
を
盥あ
ら
ひ
岩
を
枕
し
て
澗
水
を
聴
き

一
觴
一
詠
老
家
山 

一い
つ

觴し
や
う

一い
ち

詠え
い
し
て
家
山
に
老
ゆ

 
 

牛
山
知
彦

　

看
櫻 

　

桜
を
看
る

萬
朶
瓊
葩
染
淺
紅 

万
朶
の
瓊け
い
葩は 

浅せ
ん
紅こ
う
に
染
ま
り

港
丘
春
靜
度
微
風 

港こ
う
丘き
う
は
春
静
か
に
し
て
微
風
度
る

花
陰
交
酌
洗
憂
患 

花
陰
に
交か
う
酌し
ゃ
くし
憂
患
を
洗
へ
ば

片
片
繽
紛
落
盞
中 

 

片
々
繽ひ
ん
紛ぷ
ん 

盞
中
に
落
つ

 
 

大
谷
明
史

　

秋
夕
郊
行 

　

秋
夕
郊
行

一
望
郊
原
黃
葉
輕 

郊
原 

一
望
す
れ
ば
黄
く
わ
う
葉え
ふ
軽
し

殘
花
盡
處
淡
煙
生 

残ざ
ん
花く
わ
尽
く
る
処 

淡
煙
生
ず

西
山
日
落
風
蕭
瑟 

西
山 

日
落
ち
て
風
蕭せ
う

瑟し
つ

脚
下
尖
尖
促
織
聲 

脚
下
尖せ
ん
尖せ
ん
た
り 

促
織
の
声

優
秀
賞

秀
作
賞

 
 

室
橋
幸
子

　

春
遊
漫
歩 

　

春
遊
漫
歩

東
郊
風
暖
踏
靑
時 

東
郊 

風
暖
か
に
し
て
青せ
い
を
踏
む
時

春
草
池
頭
歩
自
遲 

春
草
池
頭 

歩
自
お
の
ず
から
遅
し

殷
殷
鐘
聲
天
欲
暮 

殷
殷
た
る
鐘
声 

天
暮
れ
ん
と
欲
す

野
梅
黃
鳥
促
題
詩 

野
梅
黄
鳥 

詩
を
題
す
を
促
す

 
 

小
林
迪
雄

　

冬
夜 

　

冬
夜

降
霜
一
白
夜
光
流 

降こ
う

霜そ
う

一い
っ

白ぱ
く 

夜や

光こ
う
流
る

零
露
凝
氷
樹
杪
稠 

零れ
い
露ろ 

凝
ぎ
ょ
う
氷ひ
ょ
う

 

樹
杪
稠
し

窗
裏
寒
燈
窗
外
月 

窓
裏
の
寒
灯 

窓
外
の
月

三
更
孤
影
促
鄕
愁 

三
更 

孤
影 

郷
愁
を
促
す

第
十
一
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

 
 

坂
上
貞
夫

　

謝
諸
橋
博
士
浩
恩 　
諸
橋
博
士
の
浩か
う
恩お
ん
に
謝
す

實
直
謹
嚴
博
士
魂 
実
直
謹
厳
な
る
は
博
士
の
魂

人
生
在
勤
止
軒
言 
人
生
勤
む
る
に
在
り 

止し

軒け
ん
の
言

漢
和
大
典
無
窮
業 

漢
和
の
大
典
は
無
窮
の
業

編
纂
功
勞
謝
浩
恩 

編
纂
の
功
労 
浩
恩
に
謝
す

　

此
度
、
第
十
一
回
諸
橋
博
士
記
念
漢
詩
大
会（
三

条
市
庭
月
）に
お
い
て
、拙
詠
が
計
ら
ず
も
身
に
余
る

光
栄
に
預
り
恐
縮
の
次
第
で
す
。
で
も
嬉
し
い
の
は

諸
橋
博
士
記
念
館
の
あ
る
当
該
地
と
は
深
い
縁
あ
っ

て
時
々
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
我
が
故
郷
に

入　

選

新
潟
県
教
育
委
員
会
教
育
長

 
 

上
田
尤
子

　

過
鎌
倉
和
賀
江
島 　
鎌
倉
和
賀
江
島
を
過
る

他
年
宋
舶
往
來
津 

他
年 

宋
舶 

往
来
の
津し
ん

磁
片
猶
遺
砂
礫
濱 

磁
片
猶
お
遺の
こ
す 

砂
礫
の
浜

最
古
灣
頭
見
何
物 

最
古
の
湾
頭
に 

何
物
か
を
見
る

如
今
多
少
弄
濤
人 
如
今
多
少
の 

濤な
み
を
弄
す
る
人

 
 

池
上
一
利

　

秋
日
郊
行 

　

秋
日
郊
行

落
葉
成
堆
霜
氣
濃 

落
葉 

堆
を
成
し 
霜
気
濃
や
か
に

群
飛
赤
卒
好
風
從 

群
飛
の
赤
卒 

好こ
う

風ふ
う

従し
た
がう

老
軀
曳

秋
郊
下 

老
躯 

を
曳
く 

秋
郊
の
下も
と

歸
路
蒼
茫
帶
夕
舂 

帰
路 

蒼
茫
と
し
て 

夕せ
き
舂し
ょ
う帯
ぶ

 
 

高
津
有
二

　

訪
陽
關
遺
跡 

陽
関
遺
跡
を
訪
う

平
沙
萬
里
遠
相
尋 

平
沙 

万
里 

遠
く
相
尋
ぬ

要
塞
天
涯
生
夕
陰 

要
塞 

天
涯 

夕
陰
生
ず

摩
詰
詩
篇
猶
不
朽 

摩ま

詰き
つ
の
詩
篇 

猶
お
朽
ち
ず

陽
關
三
疊
向
風
吟 

陽
関
三
畳 

風
に
向
か
っ
て
吟
ず

 
 

堀
端
保
聖

　

紫
陽
花 

　

紫
陽
花

連
日
梅
霖
懶
出
門 

連
日
の
梅
霖 

門
を
出い
づ
る
に
懶も
の
うし

鬱
陶
永
晝
坐
幽
軒 

鬱う
っ
陶と
う
た
る
永
昼 

幽
軒
に
坐
す

紫
陽
花
濕
小
庭
景 

紫し

陽よ
う

花か

湿う
る
おふ 

小
庭
の
景

白
白
靑
靑
正
洗
魂 

白
白 

青
青 

正
に
魂
を
洗
ふ

優
秀
賞

佳　

作
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令
和
二
年
度
の
全
国
漢
詩
大
会
の
予
定

奮
っ
て
応
募
し
よ
う
！

　

詳
細
は
、グ
ー
グ
ル
等
で
各
大
会
を「
検
索
」。

漢
詩
応
募
規
定
・
用
紙
は
、
各
大
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

● 

第
三
十
五
回
国
民
文
化
祭
・
み
や
ざ
き
２
０
２
０

 

全
国
漢
詩
の
祭
典

十
月
二
十
四
日（
土
）　

宮
崎
市

自
由
題

応
募
期
間　

二
月
一
日
〜
四
月
三
十
日

●
令
和
二
年
度

 

全
日
本
漢
詩
連
盟「
扶
桑
風
韻
」漢
詩
大
会

自
由
題

応
募
期
間　

八
月
一
日
〜
十
月
三
十
一
日

応
募
資
格
は
全
漢
連
正
会
員
及
び
準
会
員

●
第
二
十
三
回
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

（
多
久
市
主
催
）

詩
題
と
応
募
期
間
は
三
月
頃
決
定
予
定

●
第
五
回
漱
石
記
念
漢
詩
大
会

十
二
月
五
日　

熊
本
市

自
由
題

応
募
期
間　

四
月
一
日
〜
六
月
三
十
日

●
第
十
二
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

応
募
期
間
等
日
程
未
定　
　

三
条
市

 
 

小
嶋
明
紀
子

　

西
安
牡
丹
苑 

　

西
安
牡
丹
苑

獨
訪
西
京
欲
醉
春 

獨
り
西せ
い
京け
い
を
訪
ね
て
春
に
酔
は
ん
と
欲
す

風
中
處
處
妙
香
新 

風
中
處
處 

妙め
う

香か
う

新あ
ら
た
な
り

開
元
國
色
今
猶
在 

開
元
の
國こ
く
色し
ょ
く

 

今
猶
ほ
在
り

使
客
長
思
楊
太
眞 
客
を
し
て
長
く
楊よ
う

太た
い

眞し
ん
を
思
は
し
む

 
 

岡
崎
勝
郎

　

字
眼
隱
朝
市 

　

字じ

眼が
ん
は
朝て
う
市し

に
隠
る

太
息
作
詩
風
韻
貧 

太た
い
息そ
く
す 

詩
を
作
る
も
風
韻
の
貧
し
き
に

少
閒
舍
筆
可
離
茵 

少せ
う
間か
ん 

筆
を
舎お

い
て
茵し
と
ねを
離
る
可
し

時
宜
秋
色
佇
街
巷 

時じ

宜ぎ 

秋
色 

街が
い
巷か
う
に
佇
め
ば

字
眼
豈
圖
潛
俗
塵 

字
眼
豈
に
図
ら
ん 

俗ぞ
く
塵ぢ
ん
に
潜ひ
そ
み
た
る
を

 
 

三
上
光
敏

　

看
顔
眞
卿
書
有
感 　
顔が
ん

真し
ん

卿け
い
の
書
を
看
て
感
有
り

眞
跡
遺
芳
玄
又
玄 

真し
ん
跡せ
き
の
遺ゐ

芳は
う 

玄げ
ん 

又
た
玄

造
形
顔
法
意
悠
然 

造ざ
う
形け
い
の
顔が
ん
法ぱ
ふ 

意こ
こ
ろ悠い
う然ぜ
んた
り

蠶
頭
燕
尾
魯
公
印 

蚕さ
ん

頭と
う

燕え
ん

尾び 

魯ろ

公こ
う
の
印
し
る
し

情
感
快
哉
懷
古
賢 

情
感
快
く
わ
い
哉さ
い 

古こ

賢け
ん
を
懐
ふ

 
 

俣
野
長
生

　

消
夏
淸
游 

　

消せ
う
夏か

の
清せ
い

游い
う

炎
天
六
月
泛
輕
舟 

炎
天
六
月 

軽
舟
を
泛
か
べ

湍
激
靑
溪
水
上
遊 

湍た
ん
激げ
き
の
青
渓 

水
上
の
遊い
う

搖
漾
追
涼
風
籟
爽 

揺え
う
漾や
う 

涼
を
追
へ
ば
風
籟
爽さ
は
や
か
な
り

櫓
聲
協
奏
棹
郎
謳 

櫓
声
協け
ふ
奏そ
う
す 

棹た
う
郎ら
う
の
謳う
た

奨
励
賞

 
 

杉
森
千
枝
美

　

過
舊
寺 

　

旧
寺
に
過
る

枕
流
院
宇
夕
陽

 

流
れ
に
枕の
ぞ
む
院ゐ
ん
宇う 

夕せ
き

陽や
う
く
ん
じ

再
讀
依
稀
碑
背
文 

再
読
す 

依い

稀き

た
る
碑ひ

背は
い
の
文

更
問
雛
僧
古
人
跡 

更
に
雛す
う
僧そ
う
に
古
人
の
跡
を
問
へ
ば

無
言
漫
指
水
邊
墳 

無
言 

漫
に
指
さ
す 

水す
ゐ
辺へ
ん
の
墳ふ
ん

第
二
十
二
回
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

 
 

小
嶋
明
紀
子

　

多
久
聖
廟 

　

多
久
聖
廟

韶
樂
今
猶
奏
廟
堂 

韶
楽 

今
猶
ほ
廟
堂
に
奏
す

一
山
碧
樹
自
淸
涼 

一
山
の
碧
樹 

自
ら
清
涼
た
り

淳
風
千
載
因
賢
守 

淳
風 

千
載 

賢
守
に
因
る

人
謂
恰
如
鄒
魯
鄕 

人
は
謂
ふ 

恰
か
も
鄒す
う
魯ろ

の
郷
の
如
し
と

 
 

池
上
一
利

　

古
寺
喫
茶 
　

古
寺
喫
茶

雨
後
幽
蹊
通
古
龕 
雨
後
幽
蹊 

古こ

龕が
ん
に
通
ず

如
潮
綠
樹
繞
茅
庵 

潮
の
如
き
緑
樹 

茅
庵
を
繞
る

老
僧
時
説
盧
仝
訓 

老
僧 

時
に
説
く 
盧ろ

仝ど
う
の
訓お
し
え　

七
碗
淸
茶
苦
亦
甘 

七
碗
の
清
茶 

苦
亦
た
甘
し

最
優
秀
賞 

優
秀
賞
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編
集
後
記 

　

令
和
の
賀
状
は
好は
お

好
と
い
き
ま
し
た
か
。
さ
て
、

令
和
の
行
事
も
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
次
な
る
は
五

輪
の
話
題
。
岡
崎
前
会
長
の「
平
成
の
漢
詩
あ
そ
び
」

を
参
考
に
吟
情
を
動
か
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う

か
。一
時
、唐
宋
を
離
れ
て
み
る
の
も
一
興
か
と
。

　

漢
詩
に
は
文
字
通
り
の
解
釈
の
裏
に
ほ
ん
と
う
に

言
い
た
い
事
が
隠
れ
て
い
る
の
は
ご
承
知
の
通
り
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が「
雲
雨
」で
す
。そ
れ
で
は

「
風
月
」に
隠
さ
れ
て
い
る
の
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
。風
も
月
も
囲
い
を
と
る
と
虫
と
二
に
な
り
ま
す
。

虫
は
人
と
同
一
と
考
え
ま
す
の
で
、
二
人
と
な
り
な

ん
と
愛
の
隠
喩
と
な
る
な
ん
て
。
も
は
や
パ
ズ
ル
を

解
く
よ
う
で
な
か
な
か
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

元
日 

王
安
石

爆
竹
聲
中
一
歳
除　
爆
竹
の
声
中
一
歳
除つ

き

春
風
送
暖
入
屠
蘇　
春
風
暖
を
送
っ
て
屠
蘇
に
入
る

千
門
萬
戸
曈
曈
日　
千
門
万
戸
曈と
う
々と
う
た
る
日

総
把
新
桃
換
舊
符　
総
て
新
桃
を
把
っ
て
旧
符
に
換か

う

　

一
人
、
十
六
才
の
少
女
任
せ
に
は
で
き
な
い
温
暖

化
が
憂
慮
さ
れ
る
令
和
で
す
が
、
こ
こ
は
南
洲
の
家

訓
で
は
な
く
子
孫
に
美
し
い
地
球
を
残
し
た
い
と
思

う
の
は
親
世
代
の
共
通
の
願
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
五
十
年
後
に
は
食
料
の
争
奪
戦
が
起
こ
り
、
弱

者
が
生
き
残
れ
な
い
な
ど
と
な
っ
て
ほ
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
さ
て
、
漢
詩
は
絶
滅
か
ら
逃
れ
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。 

（
大
森
冽
子
）

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟 

令
和
二
年
の
行
事
予
定

　
　
　
　

カ
ン
レ
ン
ダ
ー
に
予
定
を
記
入
し
ま
し
ょ
う

● 
初
心
者
入
門
講
座　
　

漢
詩
の
鑑
賞
と
実
作（
全
五
回
の
講
義
と
実
習
、
第
十
四
期
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漢
詩
に
関
心
の
あ
る
お
友
達
に
声
を
か
け
、
推
薦
し
て
下
さ
い

期　
　

日 
①
四
月
十
五
日（
水
）　

②
四
月
二
十
八
日（
火
）　

③
五
月
十
二
日（
火
）　

 
④
六
月
二
日（
火
）　

⑤
六
月
十
六
日（
火
）

時　
　

間 

午
後
一
時
三
〇
分
〜
四
時
三
〇
分

講　
　

師 

三
村
公
二
会
長
他　

連
盟
役
員　

場　
　

所 

神
奈
川
近
代
文
学
館

問
合
せ
・
受
講
申
込（
連
盟
事
務
局
）

 

〒243-0412　

海
老
名
市
浜
田
町
十
六
―
九　

高
津
有
二　

 
T
EL/FA

X
 046-233-7641  M

ail yutakatsu626@
nifty.com

　
　

● 

総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

期　
　

日 

五
月
二
十
七
日（
水
）

時　
　

間 

午
後
一
時
〜
四
時
三
〇
分（
総
会
・
講
演
会
）
／
五
時
〜
六
時
三
〇
分（
懇
親
会
）

場　
　

所 

神
奈
川
近
代
文
学
館（
総
会
・
講
演
会
）
／
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ポ
ー
ト
ヒ
ル
横
浜（
懇
親
会
）

総
会
議
題 

令
和
元
年
度
事
業
報
告
、
令
和
二
年
度
活
動
計
画
、
他

講
演
会 

石
川
忠
久
先
生　

演
題
未
定

参
加
申
込 

総
会
は
申
込
不
要
。
懇
親
会
出
席
の
方
は
、
四
月
初
旬
発
送
予
定
の
開
催
案
内
に

同
封
の
振
込
用
紙
で
振
込
み
願
い
ま
す
。

● 

研
修
会　
　

秋
の
予
定
、
詳
細
は
次
号
二
十
七
号
に
て　

● 

吟
行
会　
　

未
定
、
詳
細
は
次
号
二
十
七
号
に
て

●
秋
の
漢
詩
講
演
会　
　

詳
細
は
次
号
二
十
七
号
に
て


